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北海道における学力調査についての解析

の3 地域性および学校規模と得点との関連

燈 間 F

、Jnμ 

l概 要:

学力調査の給巣，その得点に地i或絡去さのあることは，しばしば指摘されているところである。また，得点は，大規

1奨学校において高く，小規模学校において低いことも判明している。ところが，得点、の高い市街地には大規模学校
が多く，得点の低い差是・ J1J・漁村には小規模学校が多い。そうなると，市街地なるが放に得点が高く ，t3;・山・漁村
なるが主主に得点が低いのか，大t見様学校なるが放に得点が潟く小競模学校なるが放に得点が低いのか決定しかねる。

そこでは，都市性と":f:校規模とL、う得点に彩君事を及ぼす姿闘が交錯してし、る。この要劉を分総する方法として，地域

別に学校規模を分類して得点を調べることが考えられる O このようか集計方法は，学校平均得点について昭和36年度

の文部省学力調査報告惑に見ることができる。しかし，教育のいろいろな条件が生徒に及ぼす影響をみるためには学

校を単位とするのではなく，生徒をど単位としなければならない。そこで本調査では，地域ごとに学校規模別に学校を

まとめはするが，その学校に属する生徒の全部を一つの築関として，その集団の生徒の平均正答数を算出する。すな

わち，地域と学校焼撲を向じくする生徒の集団を構成し，その集団の平均得点主-，地域と学校規模の関数とみて，地

域あるいは学校規模の変化にともなってどのように変るかを見るのである。このようにすることによって，得点、に彩

饗を及ぼす， .地域伎と学校規模という二つの要因を分離，あるいはその間の関遂をみようとすることを試みるもので

ある。そして，そのいづれか，あるいは二つがどのように交錯して得点に影警撃を及ぼしているかを見ょうど試みた。

艮 次

まえがき

第 i掌 得点に;及ぼす地域および学校規模の影響

~1 全国調ままについての考察

~2 北海道についての考察

第一2主主 地域的要因と学校規撲による要阪との分離

~1 '学校単位の考察

き2 1樹人を単位とする考察

113 地域性と学校規模の関数としての得点の考察

制学校規模による得点差の検定

第3意 授業条件の及ぼす影響と生活条件の及ぼす影襲撃

資料

ら，地域別に学校;殿様加に生徒の得点分布を写しとつ

まえカtき た。本表を利用するにあたっては，北海道教育庁の好意:

によるところが多いことを特記しておく o

本調査では，大部分は二つの資料を)刊し、，それから集 本表においては，学校幾模は「当該学年学級数」が記

計したものである。その一つは， 載されている。そこでは，第し第2，~3 の三つの学

学校主単挙位にみた関題B別日正答考数と生徒のF得依号玖d点分4術 if年3で一学級を撚様‘成する;場湯合も，第2，第3の二つの学年

であつて， これは文吉部官省が施行した1学学力調査の学校段F絡官皆f で一つのt学学級をl燐1蒋持成するi場場合も，第3学生年F

てで、の集計表でで、ある O ここで、F沼詰いたのは，昭和3潟8有年三E皮芝のf学学 学級を機成する場合も，みな向じく「当該学年学級数J

ブ力]調E査をによる第3学年のものである。特に， この炎か は iと記される。;本調査表は全国的なもので全国的に
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教育学郊紀嬰第 11 ~} 

は，それでよL、かも知れないが，北海道の場合，複式の

学校がかなりあって，単式の場合と教育条件としては，

多いに異るものであるから，これを駿!a!Jする必要があ

るO そこで，本表のほかに「中学校校籍簿JC昭和37年度)

を用いて，学級数言ど謁li:lた。この場合，当該学級数 l

の内幸子を分析すること以外に，われわれにとって問題な

のは，全学級数に応じて定まる教員数である。なぜな

ら，教員数が多いことによって，教科を，，:~lf攻した教員に

よってtE!当される機会が多くなり，それによって授業条

件が好くなると考えられるからである。そこで，本調査

では，学校腕燃は， r~ rド学校校籍簿jによって手校の全学級

数をとることにした。そのさい，当該学:tf学級数2で全

や級数4とし、う場合は，会学級数3・4・5の志位すなわ

ち，当該学年学級数2学級未満の組に溺させ，これと当

該学級数2で全学級数6とを区別した。すなわち，後者

は，全学級数6・7・8の組に属させることにした。そ

れは結局，会:学級数，ひいては教員数の)Jに重点なおい

たためである。その点で，文部省調盗における「学校単

位」炎とずれがある。つまり，本調査では，復式の場合

をのぞいて，当該学年学級数は全学級数を3で割った整

数昔日分として機械的に算出した。

全学級数 本調査における当該学年当'級数

巧

2 yz， 
3・4・5

6・7・8 2 

9・10・11 3 

12~20 4・5・6

21~29 7・8・9

30~ 1O~ 

また，進学率も， r~r+J学校校籍簿J における第 3~立fド

ヂ五銭数と進学者数によって鈴出した。その資料もまた，

北海道教育f'jニの好意によるものである。

なお，;;$ミ調王をにおける本文に番号をI!fiしたおま，ことご

とく，これら二つの資料から執当主義が新しく集計したも

のであることを断っておく。他の資料ですでに集計して

あるものの引用は，続l設として本文の外においてある。

第 1章 子皐点!こ及ぼす地域および学校規

模の影響

51 全国調査についての考察

得点には地域による格差のあることが，しばしば指摘

されている。文部翁の学力調査の結采をみても，各教科

を通じて，住宅市街地滅と商業市街地域とが上位の A 群

を構成し，それに対して漁村地域と山村地域とが下位の

一群を憐成し，その間に，いろいろな地域が伎している

ことがわかる九

ここで市街地域というのは，人口 8万以上の都市にあ

る地域であって，学校規絞の大きいものが多く，それに

対して漁村や山村地域には学校規模の小さいものが多

い。文部翁が昭和36年度に行った学力調査報告脅から露

出すると， 25学級以上の学校の82%は市街地域にあり，

復式学級の79%は農村， 111村，漁村地域にある制。

このように，市街地域に大波模学校， E2・!幻・漁村に

小規模学校というように地域性と学校規模とが相関連し

ている O そうなると，市街地域の高得点，農.111・漁村

地域の低得点、という現象と学校規模との間に要閣の交錯

が起ってくる。したがって，市街地域なるが放に得点が

高く君主・JlI.漁村地域なるが散に得点が低いのか，大規

模学校なるが放に得点がおく小規模学校なるが故に得点

が低いのか，そのどちらの婆図が作用しているかを判断

することは困難である。

日

放 i出品見縦型別にみた教科別111/手3.fl:1j;.SドJt-:Jn..:J，(37}手・全凶)

liIl 減額'1~

f主'む市街 65.3 620 

尚治市街 64~ 8 54 8 46ゃ5 41.8 625 

工業市街 62.3 51. 8 43 8 38 8 58 0 

おt rlr 市 l1'i 56.5 47 3 37 8 34 0 49.0 

鉱山地域 54 5 46.5 35.0 33.5 49.3 

if泊燦村地域 54 3 47.3 37.5 36 0 54.0 

総主君村地域 51 3 45つ 34. [) 34 3 50.3 

漁村地域 49 8 43.5 31 8 31. 8 45.0 

r[j 村地域 50.0 42 5 34 8 32.0 44‘5 

へd'地地域((ljj品) 49 5 42 8 31. 3 320 37.5 

文部省「全凶1ft.']':校予jJぷ11'正報告書J11討.fli37年佼，主主7，p' 190 

帥地域類型別にみた'下校規模別学校JZ.(-1記事 (36年・ J!泌)

文丹羽省「金問'1'学校学jJ調査報告議室J昭和出自主ドi丸第五日表 p.71
Jり繁Ili

文部省学力議査における地域類史I1土， T;むのように行なわれる。
I市街地域人口s万人以上
L 鉱業市街地域鉱業人口5日必以上 人口とは世帯r::i:.の人口の治、i!.l，
以下/1iH筆
2.ヱ築市街地主主 エ請を人口40%以上で， 1以外
5 潟菜市街地域 卸売・小売禁およびサーピ/-3重人口の合計40%以上

-118 -



北海jj:[における学力調査につし、て

!" 1・LJd.丹
4. i主宅市街地域 公務員・会社段(労務者を除く)81fl;長および無職
の人口の合計60%以上で 1-3以外
5 その他の市街地域 1-4以外の市街地域

II市街地域以外の地域
6 鉱山地域鉱業人口38%以上
7. 漁村地域 漁業および水産業・去を鎚葉山人口の合計30%以上
白 山村地域 休業〈製薪炭穿:を含む)狩りょう3撃をjoな車車業とする人
日の合計30%以上
9 'J、都市地妙; 人口 5JJ-8万人の人口集Iドi由iま，あるいはそれ以外
のmで滋工業その他者宮市的躍盟諸君に従事Fる人口が70%以上ある地域
10都市近郊幾村地域 人口およそ40万1(上の都市のflil辺で中心への通
動通常?の交通機関で 1時間以内の農林業人口3)-50郊の地域
11差是山村地域 Lil関f括的授業人口50%以上
12純産量村地域 農業人口80%以上で6-11以丹

13普通産量村地域 農業人口50%で， 10-12以外
はその他の地域
15へまf自(IJJl協)都道府然からへき地手当の支給をされ亡し、る学校

(文部省「全国中学校学j};1hII送報告童書J昭和5尚一段 p.392，393 
より抄録)

¥¥2 北海道についての考察

北海道においても全国と同様，住宅市街地域や商業市

街地域において得点がi奇心漁村地域において得点が低

いことは，報告書の示すj滋りであるf

学校規模については， I全道中学校校籍簿J(37年度)

によって地減別に集計すると表 lのようになる。これを

全閣と比べてみるとつぎのようになる。

全悶では，~校10， 156校のうち複式学級をもっている

学校は746校で7，3%あるのに対し，北海道では全校1， 168 

校のうち複式学級をもっている学校は299校で25.6%に

あたる。この復式学級をもっている学校のうち60%が農

業世帯子80%以上の純農村にあり， 18%が漁村〔漁村世帯30

表 1 .地域類型別学級焼模別学校数

学校規模別比率 (37年・北海道)

地域類怒号リ比率

%ι 上)にある。また，全凶では， 22学級以上校は1，579 

校で15.5%あるのに対し北海道では21学級以上校は10.4

%である。そのうち，住宅地域および鉱業地域にある学

校は21~29学級校は;;3， 30学級以上校は半数ある。

学校の教員の数は学校規僕によって定められる。教員

の数が少ないと，教科を専攻した教員を各教科にわたっ

てそろえることが不可能となり，いきおい専攻としない

教科を拐当することとなる。北海道教育委員会の調査に

よると，複式学級校では90%以上の教員が3教科以上，

~校 3 ・ 4 ・ 5 学級の学校でも70%近くの教員が 3 教科以

上を担当している。 6'学級以上の学校になって，はじめ

て条件がよくなって 3教科以上を担当する教員は少く

なり， 6・7・8学級校で約;;3， 9 ~12学級校で廷となるが

一般に，免許教科は2教科であるから 3教科以上を担

当している場合を免許教科以外の教科目を教えているこ

とになり，その点で援業条件がJ15いといえる。

これまでの考察によって，つぎのことがわかる。

a 学力調査の得点は，住宅市街・潟業市街の地域で

高く，長室・山・漁村の地域で低い。

b 住之と市街・商業市街の地域では大規模校が多く，

J1!T・山・漁村の地域では小競模校が多い。

c 大燦燦校では教員数が多く，教科を専攻した教員

によって担当される機会に恵まれるが，小規模校で

は教員数が少いため 1人で数多くの教科，したがっ

て免許教科以外の教科を扱当ずることになる。

そこで，住宅市街や商菜市街の地域の学校で得点が高く

良・山・漁村の地域の学校で得点が低いのは，地域性か

らくる生活条件によるものなのか，あるいはさf:校規模か

らくる教員の定員による授業条件ーからくるものなのか，

あるいはまた，これら結五がどのように交錯している

か，ということについて追求を試みようとするものであ

る。

il' *自召在138年度全医学力調査線告審 北海道教ff庁総務諜
制示教奥 1人当りJ註当教科目数(上JI!・十勝 1963年 5月

全校学級数 1教科 2教科 5教科 4教科 5教科 以5教上科

1・2学級 2路0 10.92 6 !5日記 59 6 27.54 5 55 6 

5・4・5学級 2 2 29.7 41. 2 18.7 7.0 1.2 

台7・8学級 20.1 44.2 26.1 9.6 

9-12;')会級 30.7 48.7 16.9 2.6 0.4 

13-15学級 42 5 50.6 古9

16学級以上 47.1 39.6 呂.? 4.2 1.0 

平 J~ョ 23 8 36.7 229 10.2 5.4 1.0 

北海道教育委民会「学校統合のためにJ1963年4月 p.13. 
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第2輩地域的要因と学校規模による

要鴎の分離

~1 学校単位の考察

学力調査において，地域別に類別して集計したり学校

規模別に類別して築計ーしたりすることは，従来とても行

われていtc.o しかしその際，地域別の場合はt学級数を無
視して焼模の如何を間わず集計するか，学級数別の場合

は，地域を無視して全体として集計するか，特定の地域

のみを取り上げるのが殆んどであった。したがって，地

域性と学校規模という要因の一方を無視して他方のみの

要因を追求するに止まり，これら二つの姿閣の交鎖性を

分離することがで‘きなかった。もっとも，文部翁の「全

国中学校学力調査報告書室Jにおいても昭和36年度で、は，

「地域類型別にみた学級JJIjの学校平均点一一策3学年5

教科平均一一」とL、う集計を行っている。これによって

みる，とつぎのことがわかる。

a 住宅市街や商業市街などの地域にある学校は，農業・

漁業・鉱山および鉱業市街などの地域にある学校に比

べて，学校焼撲に関係なく.全般的に得点が高いっ

b 住宅市街地域では22学級，商業市街では25学級をこ

えると，得点が一段と高くなる。

c 鉱山地域と鉱業市街地域をまとめて観察すると，学

i.1二 *地域別にみた学校規若葉2iU']<校1tJ}，!，(

1^11::}~ 3年 5教科平均 (35~下・文部省己主力調1<より fl'hX;)

10 

得

60 

<5 ，，， 

40 
7
j
i
1
0
 

3
1
4
 

l

6

 

q
u
q
d
 

級数 iから学:級数30をこえるまで、，得

はあるが~全k般にはf学学級数の増加につれてf得等点が高く

なつていくとし、寸うE滋見象はみとめがたいO

d 農村および漁村地域の学校においては学級 2

1学級の学校は特に低いが. 3学級宅どこえると学級数が

ふえるにつれて，わずかではあるが得点に上外の傾向

がみとめられる。

~2 個人を単位とする考察

文部省の解析は，その表緩に示すとおり，学校を単位

とするものであるコしたがって，その結論は，学校を対

象としてのものであって，生徒に対しては学校単位でま

とめられているので間接的なものである。われわれは，

生徒の得点に及ぼす地域性および授業条件とLての学校

規模の影響な追求することを試みるものである。そのた

めに，学校単位を生徒単位にまで下げるのである。そこ

で，住宅市街，鉱山および鉱業市街，総長金村，漁村の仮!

つの地域を取り上げることにした。そして，各地域で学

校を規模別に類別する。それには，全校学級数を3で割

って，復式学級以外は，その主主数値をとって，まえがき

でのべたように学校鋭機を総別けする。

そこで，地域をl湾じくする同じ規模類型に属する 4学校

の生徒を全部まとめて同ーの集筏とみなすのである。つ

まり，学校別でなく，同一地域i時晶学校j;見様に生徒をま

とめるのである。

そこで作業としては，つぎのようなことを行う。さき

にのべたように，昭和38"f.J立の文部省学)J調査の学校単

位での集計禁である i学校単位にみた問題JJIjI[答者数と

生徒の得点分布J'i"見ると北海道においては住宅地域て、

54校，鉱山および鉱業市街で66校，純農村で408校，漁

村で150校，計678校で生徒数では6万に近い。そこで，

その中からメの学校を抽出することにし，この[学校単

位表jから願に l校おきに取り上げることにした。その

結果，抽出された生徒数は，表2のようになった。もっ

ともここで，抽出生徒数は38年の文部省学力調査の「学

校単位表Jによる図言語科の受験者数で，会生徒数は.37 

年の「学校校籍簿Jによる第3学年生徒数であるから，

その間にま'i~iニのくい議いがある。

表2 抽出生徒数と金生徒数
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北海道における学力調査について

事長3 地域別にみた学校規模別教科平均正答数(金問題40)

(北海y誼 ff自引38年文部省学jJa開資)

抽出にあたって，学級の規模類型に属する学級が l校 める。つまり，地域を同じくする学校焼僕の同じ類型に

の場合には l校 3校の場合には2校と多目に抽出した 属する学校の全生徒について正答率の度数分布表を作成

ため，しかも，そういうことが大規般学校におし、て行った するのである(資料.表3)。この表から，ある地域の

ため主主徒数が定められた抽出比より大きくなっている。 ある学校規模に鼠する生徒の延正答数を算出する。これ

このようにして抽出された'学校について.r学校単位J を，各教科とも問の数が40であるから40に生徒数を乗じ
の炎からIE答率の度数分衡を:与しとり，その度数分布表 た数は解くべく提出された問題の延数となり，それで延

を地域ごとに学校規模ごとにまとめて，度数の合計を求 ベIE~数を割ってIE答率を求める。

関1 地域別にみた学校規模別平均正答数
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S3 地域性と学校規模の関数としての得
点の考察

得点、，ここでは昭和38年の文部省の学力調査のIE答数

であるが，それは地域によって呉っているところから，得

点は地域とL、う社会的条件の関数であると考えられる。

得点=F(地域〕

ところで，さきにものべたように，この関数Fは地域

という一変数の関数で，そこでは大きい学校も小ざい学

校も全部加算してしまって授業条件としての学校規燦は

無視されてしまっている。

また，得点、は少くとも現象的には，授業条件としての

学校規模の関数であるとも考えられる。

得点=G(学校規模)

この場合，関数Gでは，地域を然祝して全部加えて学

校規模だけの関数としてあつかっている。このような二

つの見方に対して，ここでは得点を，地域と授業条件と

しての学校規模という問時に二つの変数の関数と考える

ことをする。すなわち

得点=!(地域，学校規模〕

と考えるのである。

勿論，この7~の関数においても，一方言ど固定し他方を

変動させるのであるが，それは一方・の婆殴をllliI定するこ

とによって，その婆図から変動をなくすることによって

奔ーにしたのであって，始めから一つの要因しか取り上

げないで他方の要因による変動を混合することによって

奔ーにしたのとは兵るものである。このようにして，地

域を向じにすることによって生活条件を斉・にしたと

き，学校規模という授業条件の変動によって，得点、がど

のように変化するかをみるのである O そしてまた学校規

模を間定することによって，授業条件を資ーにしたと

き，地域とし、う生活条件の変動によって得点がどのよう

延べ正答数
4Cヌ主語夜

これは見方をかえれば，ある地域のある学校規模の学

校で学んでいる全生徒についての延べ正答率とも考えら

れる。これを各教科について算出したものが，表3で，

これを鴎示したものが図 lである。

に変動するかをみるのである。このようにして，炎3お

よび図2をみると，つぎのようなことがし、われる O

a 住宅地域においては，学校規模が大きくなるにつ

れてIE答数も多くなる。

b それに対して，漁村と鉱山および鉱業市街は，学

校規模が大きくなっても正答数は多くならない。

c 純幾村は， Fj学級，Yz学級学級 2学級と学

校規模と土議加につれて一般に得点は高くなっていく

が 3学級になると， どの教F科iヰ}にも千得号点の{低氏…下i

られる。

d 漁村においては.>i学級のところで得点が最も高

い。また閣議は，第3学年が4学級から6学級もあ

る大規1奨学校の方が 1'学級に3ケ学年を一緒に授
業を受けている学校の生徒より得点が低し、。

e 鉱山および鉱業市街の学校に通っている生徒につ

いては.i;fo:学年が10学級以上というような大規模
学校に学ぶ生徒の位夜、が最も低い。

s4 学校規模による得点の援の検定

尚一地域にある学校に学ぶ生徒の得点を学校規模別に

とって，その得点、の去をの有意性の検定をつぎの式によっ

て行う。

学校規模に属する生徒数 n n' 

学校規模に属する生徒の王子均正答数 例 m'

その地域全体の生徒の得点の穣準備援 σ 

そこで，

dn-nFIσJi+i， 
W 同 n'

で，二つの学校規模の正答数の皇室の襟望書偏差とし，その

平均正答数の差問ーがが. 0であるとし寸仮説を検定

する。その結巣.95%の水準で蓬がないとみとめられる

ものを粋で童話んで，図示したものが関2である。
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住宅地域においては，学校規模の増大とともに得点が 市街にやや似て，純農村では学校規模が大きくなるにつ

高くなっていくことは明らかであるが，他の地域では， れてIE答数も組になって多くなっている。この類別が乱

そのようになっていないことがわかる。すなわち，住宅 れてくるのが鉱山および鉱業市街地域の生徒である。
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鉱業地域では，一般に第3学年が7・8・9学級すなわち

全校にすると21学級から29学級までの学校が最も正答数

が多く，第3学年10学級すなわち全校にすると30学級以

上の大規模学校は， IE答数が最も少ない，という顕著な

現象が生じている。これは，このような大規模学校のあ

る地域に共通な特殊性によると考えられる。

漁村においては，さらに役目すべき特徴があり，学校

規模の増大にもかかわらず正幸手数の停滞性がみられる。

第3章授業条件の及ぼす影響と生活

条件の汲!ます影響

これらのことから，少くとも現象としては，住宅市街

においては学校規模の増大は得点、の上弁を来たし，漁村

においては学校規模の増大は得点の上芥に彩饗を及ぼし

ていなし市、ことがわかった。そこで，学校規模が大きく

なることによって教員の数が増加し，それによって教科

を専攻した教員によって担当されるという授業条件の好

転は，必ずしも得点の上昇にならないということにな

る。しかしながら，学校規模の増大による援業条件の好

転が否定されるということではなく，それが生活条件と

の交錯において，その効果が相殺されるところと相殺さ

れないところとがあるということになると考えられる。

つまり，住宅市街では，学校規模の増大という授業条件ー

の好転がただちに得点の上弁に影響を及ぼすのである

が，漁村では，学校規模の増大による援業条件の好転に

よって得点、が上昇するには余りにも生活条件が惑い，と

いうようにも考Aえられる。

ところで，これはまた，つぎのようにも考えられる。

住宅市街におし、て学校規模が増大することによって援業

条件がよくなり，それによって得点が高くなったのでは

なく，得点が高くなったのは援業条件のためではなく，

学校規模が大きいという都市役から来るものである，と

いうのである。なぜなら，学校規模が増大することによ

る授業条件の好転によって得点が上子j.するのなら漁村に

おいても，学校規模が大きくなれば得点も上究ーするはず

である。ぞれが，漁村において得点が上昇せず住定市街

において上J守するのは，それに彩警撃をあたえたのは綬業
条件の好転ではなく都市化であると考えるのである。

すなわち，学校規模の増大は授業条件ーなょくするので

あるが，漁村では余りにも生活条{午が慾く，その効果が

ないとみる考え方がある。いま一つは，学校規模の橋大

は都市化を意味しているものであって，漁村の程度の学

校規模増大は得点、の上芥をもたらす程の都市化ではない

とL、ぅ考え方である。ここで鉱業市街の場合は，学校燦

模の増大は得点の上弁を将米しないが，それは鉱業市街

の学校規模の橋大はここでし、ぅ;意味では都市化ではない

と考えるのである。

ところで，これと平行した現象が「中学校校籍簿Jに

よって調べた上級学者進学希望率にもあらわれている。

すなわち，それぞれの地域・学校竣模ごとに生徒数およ

び進学希望者数を集計し，官官者でもって後者を割って，

進学希望ネとする。これをもってみると，住宅市街j滋域
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では学校規模の増大につれて進学希望率も増加している

が，漁村では学校規模が増大しても進学希望卒、は増加し

ていなし、。向方に共通な学校規模のところを比べてみる

と，第3学年3学級校では住宅市街の進学希望率61.4%

に対して漁村で21.7%， 4・5・6学級校では住宅市街の

表4 地域JJIjにみた学校規模別進学希望率と 5教科

合計正幸年率 (37年 北海道〉

住市街吉

364; 37.71 38.8 40.2 

30.0 34.5 38.8 36.3 41. 3 

32.0 29匂5 41.8 36.2 41. 5 

21. 7 46.2 61. 4 41. 4 34.7 

38.6 34.5 73.7 35.5 40.1 I 45.9 

65.0 77.2 43.1 I 49.1 

52.2 

47.6 

73.7%に対して漁村では38.6%と，半分あるいはそれ以

生活条件であると考えられる。

そうかといって，学校規模の増大による授業条件の好

転が正答率な高める要閣になりえないというのではな

く，現に住宅市街においては要阪になっているのである

が，漁村のような生活条件のよくないところでは，学校

規模の増大による授業条件の好転が正答率を潟めるには

余りにも生活条件が劣悪である，ということになると考

えるものである。得点については，従来，授業条件ーを取

りあげるのが常であったが，それによって得点が上芥ず

るのは，一定の生活条件がそなわったとでのことであっ

て，北海道の漁村の現状では，生活条件はその水準に透

していないと考えられる。

なお，この外に，国語，社会学lなどの教科によっては，
問題が生徒の生活環境に依存するところとかかわりがあ

るかどうかによっても得点に関連が生じてくる。このこ

とについては，お下，追求中である。

後 言E

下である。 本音毒液は，文部省学力読ま~ìこ際して作成された「常校

進学を決定するものは，学校の援業条件ではなく，主主 ，P-t立の教科l，}IJにみた問題正答者数と生徒の得点分布 jに

徒の生活条件である。そこで，地域別学校規模別にみた もとづくものである。この務査察の利用の許可をあたえ

進学卒と得点、の王子行性について，表4で考えてみよう。 られた北海道教育行総務謀長斎藤尚夫氏の好怒に対して

ここで，地域別学校規模別に分類された合計22の祭尽に 深〈感認するものである。また，これを利用するにあた

対して進学率と合計正答率にJl摂伎をつけ，スピアマンの って同教育庁総務課統計掛の掛長始め諸氏のはかつて下

l煩佼義相関係数をとってみると， さった使笈，および資料の提供に協力していただいた北

ρ_1 6x384 海道教管研究所，在竹盛氏，釘111武志iおこ対して謝;滋てピ
ー l ……=1-0.2169=0.783
22(222- 1) 表するものである。 なお， この作業は， 総本女11加予，

となり，かなり相関があるとみられる O 林笑智子，殺予子学部助手小池謬:仁，教育学孫自学生渡辺勝

そこで， IE答率を高める要因としては，授業条件とし 彦，竹谷英子，小林賛美子の諸殺の協力を得たことな託

ての学校綴模ではなくむしろ進学希望率を高めるような しておく。
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